
国産材の利用促進が林業・林産業復活のために欠かせないが、住宅着工件数が減少する中、既存の市場拡大は期待
できない。現在、住宅産業において使用されている木材・木材製品の半分以上は、外国から輸入され、供給ルート
が確立された中で流通している。その流通機構に国産材が割って入ることが最大の解決策であるが、この仕組みを
短期間に変えることは容易ではない。そこで、高層建築物や大空間構造を有する公共建築物などに、国産材の新
たな需要を開拓し、付随して排出される残材や端材をバイオリファイナリー技術を用いて新材料を創出したり、エ
ネルギー変換してカスケード利用することで、林産業を新技術により成長産業化させることが強く望まれている。
本シンポジウムでは、国産材・地域材の利用促進のために、今やらなければいけないことは何か、を考えたい。

林業の成長産業化と地方創生
－国産材の需要拡大に向けて－
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